
ＩＣＤ改訂に関する動向について 
 

 枠  ＷＨＯ側の取組 
 
 
平成１８年 
・１２月 ８日 第２回統計分科会疾病、傷害及び死因分類専門委員会（以下、 

ＩＣＤ専門委員会） 
 
平成１９年 
・ １月～  ＩＣＤ－１１への改訂に向けた対応について求めに応じて関係学

会等に対して担当官より説明（※） 
 
・ １月３０日～ ＩＣＤ専門委員会委員を中心とした少人数ごとの意見交換会 

２月 ２日  （計５回） 
    
 
・ ２月 ８日  厚生労働省大臣官房統計情報部長より、各関係学会等に対し、 

ＩＣＤ－１１への改訂に向けた対応について協力を依頼 
 
・ ３月 １日～ 疾病分類グループ（ＭｂＲＧ）中間年次会議 
      ３日 
 
・   ２７日 社会保障審議会統計分科会において状況報告 
 
・ ４月１６日 ＷＨＯによるＩＣＤ－１１への改訂作業開始記者会見 
 
   改訂運営会議メンバーと日本側専門家等との意見交換会 
 
・ ４月１７日～ 第１回改訂運営会議（ＲＳＧ） 
   ４月１８日 
 
・   １９日～ 企画実行委員会（ＰＣ）中間年次会議 

２０日 
 
・   ２３日～ ＷＨＯ－ＦＩＣビジネスプラン会議 

２４日 
 
・ ５月 ７日～ 死因分類改正グループ（ＭＲＧ）中間年次会議 
      ９日 
 
・   １０日～ 教育委員会（ＥＣ）中間年次会議 
     １１日 
 
・   ２８日～ 教育委員会（ＥＣ）中間年次特別会議 

３１日 
 
・ ６月２９日 第３回ＩＣＤ専門委員会 
 
・１０月 ５日 第４回ＩＣＤ専門委員会 
 

（※） 第２回ＩＣＤ専門委員会において、関係学会等からの求めに応じ、適宜事務局担

当者が説明すべきとのご指摘があったことを受け対応 
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ＷＨＯ加盟国代表
Member States Representatives

非政府組織
Non-Governmental Organizations WHOターミノロジーネットワーク

WHO Terminology Network

（チュニス会議後） WHO-FIC 協力センター(2006.10 月）   
オーストラリア ：オーストラリア国立保健福祉研究所 
中国  ：北京医科大学病院 
オランダ  ：国立公衆衛生環境研究所 
フランス ：国立衛生・医学調査研究所 
ドイツ    ：ドイツ医療統計研究所 
スウェーデン ：ウプサラ大学病院社会医学部 
ブラジル ：サンパウロ大学公衆衛生学教室 
ロシア連邦 ：セマスコ科学調査研究所 
ベネズエラ ：ベネズエラ疾病分類センター 
北米  ：国立保健統計センター 
＋オブザーバー（協力センターとしての機能を有する）： 
（日本、イギリス、イタリア、メキシコ、ナイジェリア、南アフリカ）  
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